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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
職場のいじめや嫌がらせは、年々増加し深刻な問題となっているが、これらは職業性ストレスを感じ
攻撃性が高まることで、発生していると推測される。しかし、これまで労動者自身の攻撃性と職業性
ストレスについて研究された報告は少ない。中でも教師は職業性ストレスが高い職業で、その攻撃対
象が職場内の労動者にだけでなく、生徒などに向くことで問題となることがある。そこで今回、教師
における攻撃性と職場ストレスの関連について調査する。 
【対象】 
公立校園（幼稚園、小学校、中学校、高校、特別学校）の校長、教頭、教員 2876 人を対象に自記記
入式アンケート調査を実施した。回答率は 66.5％で、そのうち完全回答者 1583人を対象とした。 
【方法】 
日本版 Buss-Perry攻撃性質問紙（BAQ）と日本語版職業性ストレス調査票を用い、攻撃性と職業スト
レス（仕事のコントロール、量的労働負荷、社会的支援、役割葛藤、役割の曖昧さ）を評価した。各
職業性ストレス要因によって BAQの得点が三分位の上位となるリスクを検討した。さらに、BAQの下
位項目（怒り、敵意、精神的攻撃、身体的攻撃）についても同様に各職業性ストレス要因によって得
点が三分位の上位となるリスクを検討した。 
【結果】 
職業性ストレスの役割葛藤、役割の曖昧さとその緩衝要因である上司からの社会的支援の低さが攻撃
性を高めることが示唆された。下位項目では、職業性ストレスの役割葛藤、役割の曖昧さが敵意と身
体的攻撃を高めることが示唆された。 
【結論】 
教師の攻撃性には役割の問題、上司のサポート不足が関連している事が示された。攻撃性の高まりを
防ぐために、上司からの配慮や手助けを増やし、役割をはっきりさせ、規則や方針を曲げずに業務を
行うことが重要であると示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 職場のいじめや嫌がらせは年々増加し深刻な問題となっているが、これらは職業性ストレスを感じ
攻撃性が高まることで発生していると推測される。しかし、これまで労働者自身の攻撃性と職業性ス
トレスについて研究された報告は少ない。中でも教師は職業性ストレスが高い職業で、その攻撃対象
が職場内の労働者にだけでなく、生徒などに向くことで問題となることがある。そこで今回、申請者
は教師における攻撃性と職場ストレスの関連について調査検討した。 
 公立校園の校長、教頭、教員 2876 人を対象に自記記入式アンケート調査が実施された。回答率は
66.5％で、そのうち完全回答者 1583 人が解析対象である。日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙（BAQ）
と日本語版職業性ストレス調査票を用い、攻撃性と職業ストレスが評価された。各職業性ストレス要
因によって BAQ の得点が三分位の上位となるリスクが検討され、さらに、BAQ の下位項目について
も同様に各職業性ストレス要因によって得点が三分位の上位となるリスクが検討された。 
 申請者は職業性ストレスの役割葛藤、役割の曖昧さとその緩衝要因である上司からの社会的支援の
低さが攻撃性を高めると推測した。また下位項目から、職業性ストレスの役割葛藤、役割の曖昧さが
敵意と身体的攻撃を高めることを推測した。 
 申請者は、教師の攻撃性には役割の問題、上司のサポート不足が関連している事を示し、攻撃性の
高まりを防ぐために、上司からの配慮や手助けを増やし、役割をはっきりさせ、規則や方針を曲げず
に業務を行うことが重要であると結論づけている。 
 
 労働者のメンタルヘルス不調は社会的に大きな問題となっているが、その詳細は十分に検討されて
いない。今回の研究で、申請者は教員を対象に労働者自身の攻撃性が特定の職業性ストレスと関連し
ている事が明らかにした。教員という特定職種である、横断研究で因果関係が明らかではない、自記
式質問紙で有効解析率が 66.5％であり選択バイアスを考える必要があるなど今後の検討課題はある
ものの、特定の職種におけるメンタルヘルス不調と関連する職業性ストレスを明らかにした事は予防
的観点から非常に重要である。 
 
本研究は、急増している労働者のメンタルヘルス不調と関連する職業性ストレスについて明らかにし
たものであり、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
